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2002 年 7 月。小林健二氏はグルーピングや対の意識があると指摘、山田奨治氏はグループの
データ化に言及されている（注 1、59－60 頁）。
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独語 phallus ＝男根）と見るべき」と述べる（太田三郎『性崇拝』黎明書房、1986 年、170－
199 頁）。
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